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六

ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
数
罪
倶
発
条
と
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
と
の
関
係

一

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条

あ
る
罪
に
対
す
る
判
決
が
確
定
す
る
前
に
、
あ
る
い
は
、
あ
る
罪
が
発
覚
す
る
前
に
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
人
が
犯
し
た
、
そ
の
罪
を
含

む
二
個
以
上
の
罪
、
即
ち
併
合
罪
に
対
す
る
処
断
方
法
に
は
、
併
科
主
義
・
加
重
主
義
・
吸
収
主
義
の
三
つ
が
あ
る
。
併
科
主
義
は
、
各

罪
に
当
た
る
刑
罰
を
す
べ
て
科
す
る
方
法
で
あ
り
、
加
重
主
義
は
、
各
罪
に
当
た
る
刑
罰
の
う
ち
最
も
重
い
刑
罰
を
加
重
し
て
科
す
る
方

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て
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法
で
あ
り
、
吸
収
主
義
は
、
各
罪
に
当
た
る
刑
罰
の
う
ち
最
も
重
い
刑
罰
だ
け
を
科
す
る
方
法
で
あ
る
。
現
行
刑
法
で
は
加
重
主
義
が
原

則
で
あ
る
が
（
吸
収
主
義
及
び
併
科
主
義
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。）、
旧
刑
法
で
は
吸
収
主
義
が
原
則
で
あ
っ
た
（
併
科
主
義
も
採
用
さ
れ

て
い
た
。）。
旧
刑
法
第
七
章
「
数
罪
倶
発
」
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）。

第
一
〇
〇
条
第
一
項

重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
、
未
ダ
判
決
ヲ
経
ズ
、
二
罪
以
上
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス
。

第
一
〇
二
条
第
一
項

一
罪
前
ニ
発
シ
、
已
ニ
判
決
ヲ
経
テ
、
余
罪
後
ニ
発
シ
、
其
軽
ク
若
ク
ハ
等
シ
キ
者
ハ
之
ヲ
論
セ
ズ
。
其
重
キ
者

ハ
更
ニ
之
ヲ
論
ジ
、
前
発
ノ
刑
ヲ
以
テ
後
発
ノ
刑
ニ
通
算
ス
。（
後
略
）

第
一
〇
三
条

数
罪
倶
ニ
発
シ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
フ
時
ト
雖
モ
、
其
没
収
及
ビ
徴
償
ノ
処
分
ハ
、
各
本
法
ニ
従
フ
。

右
の
条
文
を
『
新
律
綱
領
』
の
名
例
律
、
二
罪
倶
発
以
重
論
条
、
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
母
法
で
あ
る
清
律
の
名
例
律
、
二
罪
倶
発
以

重
論
条
と
比
べ
て
み
る
。『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

凡お
よ
そ

二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
覚
ス
レ
ハ
、
一
ノ
重
キ
者
ヲ
以
テ
論
シ
、
各
等
キ
ハ
、
一
ニ
従
テ
科
ス
。
若
シ
一
罪
先
キ
ニ
発
シ
、
已
ニ
論
決

ヲ
経
テ
、
餘
罪
後
ニ
発
シ
、
軽
ク
、
若
ク
ハ
等
キ
ハ
、
論
ス
ル
コ
ト
勿
レ
。
重
キ
ハ
、
更
ニ
論
シ
、
前
罪
ニ
通
計
シ
後
数
ニ
充
ツ
。（
後

略
）清

律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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【原
文
】

凡
二
罪
以
上
倶
発
、
以
重
者
論
。
罪
各
等
者
、
従
一
科
断
。
若
一
罪
先
発
、
已
経
論
決
、
餘
罪
後
発
、
其
軽
若
等
、
勿
論
。
重
者
更
論

之
、
通
計
前
罪
、
以
充
後
数
。
其
応
入
官
賠
償
刺
字
罷
職
罪
止
者
、
各
尽
本
法
。（
小
注
は
略
し
た
。）

【訓
読
】

凡お
よ

そ
二
罪
以
上
、
倶
に
発
す
れ
ば
、
重
き
者
を
以
て
論
ず
。
罪
各
々
等
し
き
者
は
、
一
に
従
い
て
科
断
す
。
若も

し
一
罪
先
に
発
し
、
已

に
論
決
を
経
、
餘
罪
後
に
発
す
れ
ば
、
其
の
軽
く
若
し
く
は
等
し
き
は
論
ず
る
こ
と
勿
か
れ
。
重
き
者
は
更
に
之
れ
を
論
じ
、
前
罪
を
通

計
し
て
、
以
て
後
数
に
充
つ
。
其
れ
応ま

さ

に
入
官
・
賠
償
・
刺
字
・
罷
職
・
罪
止
す
べ
き
者
は
、
各
々
本
法
を
尽
く
す
。

明
律
の
名
例
律
、
二
罪
倶
発
以
重
論
条
も
、
右
の
清
律
の
条
文
と
同
文
で
あ
る
。

旧
刑
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
の
「
二
罪
以
上
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス
。」
と
い
う
文
言
は
、『
新
律
綱
領
』
の

「
二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
覚
ス
レ
ハ
、
一
ノ
重
キ
者
ヲ
以
テ
論
シ
」、
清
律
の
「
二
罪
以
上
倶
発
、
以
重
者
論
。」
と
い
う
文
言
と
よ
く
似
て

い
る
。
旧
刑
法
第
一
〇
二
条
第
一
項
の
「
一
罪
前
ニ
発
シ
、
已
ニ
判
決
ヲ
経
テ
、
余
罪
後
ニ
発
シ
、
其
軽
ク
若
ク
ハ
等
シ
キ
者
ハ
之
ヲ
論

ゼ
ズ
。
其
重
キ
者
ハ
更
ニ
之
ヲ
論
ジ
、
前
発
ノ
刑
ヲ
以
テ
後
発
ノ
刑
ニ
通
算
ス
。」
と
い
う
条
文
は
、『
新
律
綱
領
』
の
「
一
罪
先
キ
ニ
発

シ
、
已
ニ
論
決
ヲ
経
テ
、
餘
罪
後
ニ
発
シ
、
軽
ク
、
若
ク
ハ
等
キ
ハ
、
論
ス
ル
コ
ト
勿
レ
。
重
キ
ハ
、
更
ニ
論
シ
、
前
罪
ニ
通
計
シ
後
数

ニ
充
ツ
。」、
清
律
の
「
一
罪
先
発
、
已
経
論
決
、
餘
罪
後
発
、
其
軽
若
等
、
勿
論
。
重
者
更
論
之
、
通
計
前
罪
、
以
充
後
数
。」
と
い
う

条
文
に
よ
く
似
て
い
る
。

旧
刑
法
第
一
〇
三
条
の
「
数
罪
倶
ニ
発
シ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
フ
時
ト
雖
モ
、
其
没
収
及
ビ
徴
償
ノ
処
分
ハ
、
各
本
法
ニ
従
フ
。」
と
い

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

三
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う
条
文
は
、『
改
定
律
例
』
の
名
例
律
、
二
罪
倶
発
以
重
論
条
例
第
七
十
一
条
の
「
二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
覚
ス
レ
ハ
、
一
ノ
重
キ
者
ヲ
以

テ
論
シ
、
各
等
キ
ハ
、
一
ニ
従
テ
科
ス
ト
雖
モ
、
其
贓
物
ノ
追
徴
シ
テ
、
官
ニ
入
レ
、
主
ニ
給
シ
、
若
ク
ハ
、
棄
毀
器
物
ノ
賠
償
ス
可
キ

等
ハ
、
各
本
法
ヲ
尽
ス
。」
と
い
う
条
文
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、『
改
定
律
例
』
の
こ
の
条
文
は
、「
官
ニ
入
レ
」「
賠
償
」「
各

本
法
ヲ
尽
ス
」
と
い
う
語
句
が
示
す
よ
う
に
、
清
律
の
「
応
に
入
官
・
賠
償
・
刺
字
・
罷
職
・
罪
止
す
べ
き
者
は
、
各
々
本
法
を
尽
く

す
。」
と
い
う
規
定
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
条
文
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
が
、
清
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
条
文
で

あ
り
、
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
が
定
め
る
吸
収
主
義
が
、『
新
律
綱
領
』
を
は
さ
ん
で
清
律
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
旧
刑
法
の
草
案
で
あ
る
『
日
本
刑
法
草
案
』
の
原
案
を
起
草
し
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、『
新
律
綱
領
』
及
び
旧
刑
法
の
吸
収
主
義

は
フ
ラ
ン
ス
法
に
由
来
す
る
、
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。

二

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
誤
解

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
『
日
本
刑
法
草
案
』
の
各
条
に
つ
い
て
説
明
し
た
『
刑
法
草
按
注
解
』（
上
巻
、
日
本
立
法
資
料
全
集
⚘
、
信
山
社
、

一
九
九
二
年
）
の
第
一
編
第
七
章
「
数
罪
倶
発
」
第
百
十
二
条
の
項
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
（
仏
語

以
外
）、
句
読
点
を
附
け
た
。

本
章
に
論
ず
る
所
の
原
則
は
「
ノ
ン
キ
ユ
ミ
ュ
ル
デ
ペ
ー
ン
」（
noncum
uldes
peines
佐
立
注
。）（
原
注
。
刑
を
併
科
せ
ざ
る
事
）

と
名
つ
く
る
も
の
に
し
て
、
犯
罪
の
集
り
た
る
場
合
に
係
る
。
此
時
、
其
罪
の
刑
を
尽
く
科
せ
ず
、
唯
其
最
も
重
き
も
の
を
科
す
。
是
れ
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を
諸
刑
一
に
混
ず
と
謂
ふ
。

此
原
則
は
既
に
日
本
に
行
は
る
。
盖
し
仏
国
の
治
罪
法
第
六
十
五
条
（
第
三
百
六
十
五
条
の
誤
り
。
佐
立
注
。）
よ
り
借
用
せ
る
な
ら

ん
。此

原
則
も
亦
誹
議
す
る
も
の
な
き
を
得
ず
。
而
し
て
白
耳
義
・
意
太
利
・
独
逸
等
の
如
き
は
、
現
に
此
法
を
廃
止
せ
り
。
本
案
の
起
草

者
も
、
一
時
は
之
を
廃
止
す
る
に
決
し
て
、
新
た
に
方
法
を
設
け
た
り
し
が
、
其
方
法
の
行
ひ
難
き
を
見
る
に
至
り
て
、
又
元
と
の
如
く
、

仏
律
の
原
則
を
用
る
こ
と
と
な
れ
り
。（
三
一
四
頁
か
ら
五
頁
）

こ
こ
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
此
原
則
は
既
に
日
本
に
行
は
る
。
盖
し
仏
国
の
治
罪
法
第
（
三
百
）
六
十
五
条
よ
り
借
用
せ
る
な
ら
ん
。」

と
述
べ
て
い
る
。『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
の
吸
収
主
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
法
の
吸
収
主
義
を
ま
ね
た
も
の
で
あ

る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
一
八
〇
八
年
に
公
布
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
第
三
六
五
条
第
二
項
に
、「
複
数
の
重

罪
ま
た
は
軽
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
証
拠
が
あ
る
場
合
は
、
最
も
重
い
刑
の
み
が
言
い
渡
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
。」（
中
村
義
孝
編
訳

『
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
法
典
史
料
集
成
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
。
九
十
六
頁
）
と
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
新
律
綱
領
』
の
編
纂
主
任
で
あ
る
水
本
成
美
が
、『
増
輯
訓
点
清
律
彙
纂
』
の
序
文
の
中
で
、「
蓋
し
新
律
綱
領
は
、
文
、

簡
に
し
て
、
意
、
深
し
。
而
し
て
文
の
自よ

る
所
は
則
ち
清
律
。」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
新
律
綱
領
』
の
母
法
は
清
律
で
あ
る
。
そ
し

て
、
前
節
に
掲
げ
た
清
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
と
『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
と
を
比
べ
る
と
、『
新
律
綱
領
』
の
同
条
が

清
律
の
同
条
を
継
受
し
た
条
文
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
の
吸
収
主
義
は
、

決
し
て
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
六
十
五
条
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
清
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

五
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で
あ
る
、
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
小
野
清
一
郎
「
旧
刑
法
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
刑
法
学
」『
刑
罰
の
本
質
に
つ
い
て
・
そ
の
他
』

所
収
、
有
斐
閣
、
昭
和
三
十
年
。
四
六
五
頁
）。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
『
日
本
刑
法
草
案
』
の
数
罪
倶
発
条
（
第
百
十
二
条
か
ら
第
百
十
六
条
）
に
つ
い
て
も
「
仏
律
の
原
則
を
用
る
こ
と

と
な
れ
り
。」
と
述
べ
て
い
る
。『
日
本
刑
法
草
案
』
の
数
罪
倶
発
条
は
多
少
修
正
さ
れ
て
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
（
第
一
〇
〇
条
か
ら
第

一
〇
三
条
）
と
な
っ
た
か
ら
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
認
識
が
正
し
け
れ
ば
、
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟

法
典
第
三
六
五
条
第
二
項
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
そ
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
刑
法
草
案
』

の
数
罪
倶
発
条
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
刑
法
草
案
』
及
び
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
は
、
三
田
奈
穂
「
旧
刑
法
「
数
罪
倶
発
」
条
成
立
に
関
す
る
一
考
察
―
―
司
法
省
段
階
に
お
け
る
編
纂
を
中
心
と
し
て
―
―
」（『
法
学

政
治
学
論
究
』
第
七
十
六
号
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
）、「
旧
刑
法
の
成
立
と
村
田
保
―
―
数
罪
倶
発
条
を

手
掛
か
り
と
し
て
―
―
」（
同
上
第
七
十
九
号
、
二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
参
考
に
し
た
。

三

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
原
案
の
制
限
併
科
主
義

『日
本
刑
法
草
案
』
の
編
纂
会
議
で
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
編
纂
委
員
鶴
田
皓
と
の
討
論
を
記
録
し
た
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』（
第

Ⅰ
分
冊
。
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
一
年
）
の
『
日
本
刑
法
草
案
』
第
七
章
、
数
罪
倶
発
、
第
百
十
二
条
の
項
に
、
併
合
罪
の
処

断
方
法
に
つ
い
て
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
次
の
よ
う
な
説
明
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け

た
。
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元
来
（「
来
」
は
も
と
「
年
」
に
誤
る
。
佐
立
注
。
以
下
同
じ
。）、
一
度
、
罪
を
犯
し
た
る
後
、
尚
ほ
数
罪
を
犯
す
は
、
悪
事
に
強
き

悪
人
な
れ
ば
、
必
ず
重
く
罰
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
然
し
又
夫
れ
丈
け
の
悪
人
に
て
数
罪
を
犯
す
に
至
る
迄
、
之
を
其
儘
に
為

し
置
く
は
、
社
会
に
於
て
等
閑
の
過
ち
な
き
に
あ
ら
ず
。
仍
て
其
等
閑
の
過
ち
を
も
顧
み
、
乗
除
す
る
時
は
、
併
科
す
る
に
も
及
ば
ざ
る

に
似
た
り
。（
中
略
）

仍
て
仏
国
刑
法
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
五
条
第
二
項
を
指
す
。）
の
如
く
、
一
つ
の
重
き
に
従
ふ
と
為
す
べ
き
か
な
れ

ど
も
、
又
全
く
一
の
重
に
従
ふ
と
為
す
も
、
亦
真
に
適
当
を
得
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
何
故
な
れ
ば
、
一
罪
と
数
罪
と
は
、
公
益
を
害
す

る
の
多
少
と
其
罪
の
軽
重
と
の
異
な
る
は
固
よ
り
言
を
須
た
ず
。
且
つ
此
の
如
き
悪
人
は
、
公
衆
に
於
て
も
特
に
悪
む
べ
き
も
の
と
為
せ

ば
、
之
を
真
に
一
罪
而
已
を
犯
し
た
る
も
の
と
均
し
く
論
ず
べ
き
も
の
に
非
ず
。
然
し
又
「
一
の
重
き
に
従
ふ
」
と
「
併
科
す
る
と
」マ

マ

を

比
較
し
て
、
其
中
間
の
適
当
を
取
る
は
甚
だ
難
事
な
り
。
然
し
之
を
折
衷
し
て
最
も
適
当
の
道
理
を
取
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
。

（
中
略
）

現
今
、
欧
羅
巴
各
国
の
刑
法
に
て
は
、
大
抵
、
併
科
す
る
の
原
則
を
用
ゆ
れ
ど
も
、
只
仏
国
刑
法
而
已
一
の
重
き
に
従
ふ
の
原
則
に
仍

る
。
之
は
甚
だ
寛
に
失
す
る
も
の
と
す
。
故
に
右
併
科
の
原
則
を
用
ひ
ん
と
す
。
尤
其
併
科
の
原
則
に
取
除
の
法
あ
り
。（
三
三
二
頁
か

ら
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
併
科
主
義
を
原
則
と
し
、
吸
収
主
義
を
例
外
と
す
る
処
断
方
法
を
定
め
た
条
文
原
案
を

提
出
し
た
。
そ
の
条
文
原
案
は
、
次
に
掲
げ
る
「
日
本
刑
法
草
案
第
一
稿
」
第
百
一
条
及
び
第
百
二
条
と
な
っ
た
（
前
掲
『
会
議
筆
記
』

第
Ⅰ
分
冊
、
三
三
一
頁
か
ら
三
四
一
頁
。
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。）。
こ
の
処
断
方
法
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
制
限
あ
る
併
科

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

七

(一
一
五
二
)



（
cum
ullim
ité）」「
寛
裕
な
る
併
科
（
cum
ultem
péré）」
と
呼
ん
だ
（
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
『
刑
法
草
案
註
釈
』
上
巻
、
司
法
省
、

明
治
十
九
年
。
四
七
九
頁
）。

第
百
一
条

罪
ヲ
犯
シ
、
未
ダ
裁
判
ヲ
経
ズ
、
二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
ス
ル
時
ハ
、
各
自
ニ
其
刑
ヲ
科
ス
。

然
ド
モ
、
左
ニ
記
裁マ

マ

ス
ル
諸
件
ハ
、
各
其
区
別
ニ
従
テ
処
断
ス
。

一

二
罪
以
上
ノ
違
警
罪
、
倶
ニ
発
シ
、
科
料
ニ
該
ル
時
ハ
、
各
其
刑
ヲ
科
ス
ト
雖
モ
、
併
セ
テ
十
円
ニ
過
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
其
拘
留
ニ

該
ル
時
ハ
、
併
セ
テ
十
日
ニ
過
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

二

軽
罪
・
違
警
罪
、
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
止
ダ
軽
罪
ノ
刑
ヲ
科
ス
。

三

二
罪
以
上
ノ
軽
罪
、
又
ハ
軽
罪
ニ
減
軽
ス
ベ
キ
重
罪
ノ
倶
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
各
其
刑
ヲ
科
ス
ト
雖
モ
、
其
刑
名
同
キ
者
ハ
、
一
ノ
重

キ
ニ
併
セ
テ
、
其
長
期
多
数
ニ
過
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

若
シ
重
禁
錮
・
軽
禁
錮
ノ
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
各
其
刑
ヲ
科
ス
ト
雖
モ
、
先
ヅ
重
禁
錮
ヲ
執
行
シ
、
其
経
過
シ
タ
ル
日
数
ハ
、
仍
ホ

軽
禁
錮
ノ
期
限
ニ
算
入
ス
。

四

重
罪
・
軽
罪
、
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
止
ダ
重
罪
ノ
刑
ヲ
科
ス
。

然
ド
モ
剥
奪
公
権
・
重
禁
錮
、
倶
ニ
発
ス
ル
時
ハ
、
各
其
刑
ヲ
科
ス
。

五

二
罪
以
上
ノ
有
期
重
罪
、
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
各
其
刑
ヲ
科
ス
ト
雖
モ
、
其
刑
名
同
キ
者
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
併
セ
テ
、
其
長
期
ニ

過
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。

若
シ
懲
役
・
禁
獄
ノ
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
各
其
刑
ヲ
科
ス
ト
雖
モ
、
先
ヅ
懲
役
ヲ
執
行
シ
、
其
経
過
シ
タ
ル
日
数
ハ
、
仍
ホ
禁
獄
ノ

関
法
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期
限
ニ
算
入
ス
。

六

二
罪
以
上
無
期
ノ
重
罪
、
又
ハ
無
期
・
有
期
ノ
重
罪
、
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
重
ニ
従
テ
、
一
ノ
無
期
ノ
刑
ヲ
科
ス
。

然
ド
モ
流
刑
・
懲
役
、
倶
ニ
発
ス
ル
時
ハ
、
各
其
刑
ヲ
科
シ
テ
、
先
ヅ
懲
役
ヲ
執
行
ス
。

第
百
二
条

一
罪
、
前
ニ
発
シ
、
已
ニ
論
決
ヲ
経
テ
、
餘
罪
、
後
ニ
発
ス
ル
時
モ
、
亦
前
条
ノ
例
ヲ
適
用
ス
。

若
シ
前
発
ノ
刑
軽
ク
シ
テ
、
後
発
ノ
刑
重
キ
時
ハ
、
其
経
過
シ
タ
ル
実
決
ノ
日
数
ヲ
以
テ
、
後
発
ノ
刑
期
ニ
算
入
ス
。
前
発
ノ
刑
、
罰

金
・
科
料
ニ
シ
テ
、
後
発
ノ
刑
、
実
決
ニ
該
ル
時
ハ
、
金
額
ヲ
還
付
シ
テ
、
後
発
ノ
刑
ヲ
科
ス
。

四

鶴
田
皓
の
歎
き

『日
本
刑
法
草
案
』
編
纂
委
員
の
鶴
田
皓
は
、
編
纂
会
議
で
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
討
論
で
、
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
一
貫
し
て
主
張

し
た
。「
日
本
刑
法
草
案
第
一
稿
」
第
百
一
条
を
見
て
、
鶴
田
皓
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
た
（
前
掲
『
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
三

四
六
頁
。
条
文
以
外
は
片
仮
名
を
平
仮
名
に
変
え
、
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。
以
下
同
じ
。）。

此
条
の
初
段
に
於
て
「
二
罪
以
上
、
倶
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
各
自
ニ
其
刑
ヲ
科
ス
。」
と
記
し
、
併
科
を
原
則
の
本
旨
と
為
し
た
れ
ど
も
、

以
下
数
項
中
、
真
に
併
科
す
る
も
の
少
く
、
却
て
一
の
重
に
従
ふ
も
の
多
し
。
故
に
「
各
自
ニ
其
刑
ヲ
科
ス
」
と
の
原
則
を
改
め
、「
一

ノ
重
キ
ニ
従
フ
」
と
為
し
、
而
し
て
次
段
に
於
て
「
然
レ
ド
モ
左
記
載
ス
ル
云
々
」
と
記
し
、
併
科
を
以
、
一
の
重
き
に
従
ふ
原
則
の
取

除
（
例
外
。
佐
立
注
。）
と
為
す
とマ

マ

書
法
に
記
せ
ん
と
す
。

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

九

(一
一
五
〇
)



こ
れ
に
対
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
吸
収
主
義
は
「
太は

な
は

だ
寛
に
失
せ
り
と
す
。」（
同
上
書
、
三
四
七
頁
）
と
述
べ
、
か
つ
、
次
の
よ

う
に
反
論
し
た
。

一
の
重
き
に
従
ふ
と
為
す
時
は
、
例
へ
ば
、
最
初
、
重
き
罪
を
犯
し
た
る
者
に
て
、
其
最
初
よ
り
軽
き
罪
は
何
度
犯
し
た
り
と
も
犯
し

徳
に
為
る
べ
き
こ
と
を
覚
悟
し
、
屢

し
ば
し
ば

罪
を
犯
す
の
弊
害
を
生
ず
る
恐
あ
り
。
故
に
必
ず
併
科
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
。（
同
上

書
、
三
四
九
頁
）

こ
の
反
論
に
対
し
て
鶴
田
皓
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

已
に
重
き
罪
を
犯
し
た
る
上
は
、
其
以
下
軽
き
罪
は
幾
度
犯
す
と
も
犯
し
徳
な
り
と
し
て
、
数
罪
を
犯
す
如
き
悪
人
は
、
先
づ
公
衆
中

に
多
く
あ
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
と
見
為
さ
ざ
る
を
得
ず
。
仮
令

た
と
い

、
万
一
、
其
弊
害
を
生
ず
る
と
も
、
刑
の
不
権
衡
な
る
が
為
め
に
大

に
酷
に
失
せ
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
寛
に
失
す
る
を
可
な
り
、
と
考
へ
り
。
然
し
、
必
ず
併
科
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
と
な
れ
ば
、
已
む
を
得
ざ

る
に
付
、
併
科
の
法
と
為
す
べ
き
な
れ
ど
も
、
此
条
の
各
項
は
、
大
に
校
正
を
加
へ
ざ
る
を
得
ず
。（
同
上
書
、
三
五
〇
頁
）

｢此
条
の
各
項
は
、
大
に
校
正
を
加
へ
ざ
る
を
得
ず
。」
と
い
う
鶴
田
皓
の
意
見
に
対
し
て
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
然
り
。」（
同
上
書
、

三
五
〇
頁
）
と
答
え
た
。
そ
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、「
仏
国
法
律
学
者
「
ヲ
ル
ト
ラ
ン
」
の
説
も
、
数
罪
倶
発
は
其
一
の
重
き
に
従

ふ
の
道
理
な
し
、
故
に
必
ず
併
科
す
べ
き
と
の
論
な
れ
ど
も
、
然
ら
ば
之
を
如
何
し
て
併
科
す
べ
き
と
の
定
説
な
し
。
故
に
此
併
科
の
法

関
法
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は
甚
難
事
な
り
。
仍
て
自
分
も
熟
考
し
て
校
正
し
た
る
も
の
な
り
。」（
同
上
書
、
三
五
〇
頁
）
と
述
べ
て
、「
日
本
刑
法
草
案
第
一
稿
」

第
百
一
条
及
び
第
百
二
条
の
「
校
正
第
一
案
」
を
提
示
し
た
。
次
い
で
、「
校
正
第
一
案
」
に
対
す
る
鶴
田
皓
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、「
校

正
第
二
案
」
を
起
草
し
た
。
鶴
田
皓
は
「
校
正
第
二
案
」
を
じ
っ
く
り
と
黙
読
し
て
、
次
の
よ
う
な
歎
声
を
発
し
た
と
い
う
。

已
に
再
三
の
協
議
を
尽
す
と
雖
も
、
尚
、
此
条
中
の
支
離
錯
雑
し
た
る
書
法
を
見
る
に
、
教
師
は
法
律
学
に
熟
し
て
得
意
な
り
と
雖
も
、

其
学
力
丈
け
の
法
律
を
書
に
筆
し
て
、
条
理
井
然
と
編
纂
す
る
所
の
大
文
字
に
は
乏
し
く
不
得
意
な
る
べ
し
、
と
考
へ
り
。（
同
上
書
、

三
五
七
頁
か
ら
八
頁
）

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
次
い
で
「
校
正
第
三
案
」
を
起
草
し
、
鶴
田
皓
と
の
討
論
を
経
て
、「
日
本
刑
法
草
案
第
二
稿
」
第
七
章
、
数
罪

倶
発
、
第
百
十
一
条
及
び
第
百
十
二
条
を
作
成
し
た
。
鶴
田
皓
は
、「
第
二
稿
」
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
、
併
科
主
義
を
や

め
、
吸
収
主
義
だ
け
を
用
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

右
第
七
章
数
罪
倶
発
の
本
条
は
大
に
改
正
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
一
体
は
、
併
科
法
を
以
、
煩
雑
の
区
別
を
為
す
よ
り
は
、
一
の
重
き
に

従
ふ
法
而
已
を
以
て
、
簡
易
に
為
さ
ん
と
す
。
何
故
な
れ
ば
、
併
科
法
は
、
已
に
第
一
稿
以
前
よ
り
再
三
再
四
の
討
論
を
尽
し
、
数
回
の

校
正
を
加
へ
て
、
稍
く
第
二
稿
を
成
す
と
雖
、
尚
を
不
都
合
の
廉
々
あ
り
て
、
彼
此
の
権
衡
を
得
ざ
る
所
少
か
ら
ず
。
到
底
、
其
権
衡
を

得
る
能
は
ざ
る
も
の
と
思
考
す
れ
ば
な
り
。

且
、
併
科
法
を
以
、
煩
雑
の
区
別
を
為
す
と
も
、
畢
竟
、
一
の
重
き
に
従
ふ
の
主
意
を
免
か
れ
ざ
れ
ば
な
り
。（
同
上
書
、
三
六
五
頁

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

一
一

(一
一
四
八
)



か
ら
六
頁
）

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
「
一
体
、
二
罪
倶
発
は
、
何
れ
の
法
に
為
す
と
も
、
真
に
適
当
を
得
ず
。
到
底
、
多
少
の
弊
害
な
き
を
免
れ
ざ
る
な

り
。」（
同
上
書
、
三
七
三
頁
）
と
述
べ
る
と
、
鶴
田
皓
は
「
然
り
。
而
し
て
其
弊
害
な
き
を
免
れ
ざ
る
以
上
は
、
重
き
に
失
す
る
よ
り
、

寧
ろ
軽
き
に
失
す
る
方
、
刑
法
の
本
旨
な
る
べ
し
。」（
同
上
書
、
三
七
三
頁
）
と
答
え
た
。
通
訳
を
務
め
た
名
村
泰
蔵
が
こ
こ
で
次
の
よ

う
に
発
言
し
た
。

以
上
の
主
意
（
鶴
田
皓
の
意
見
。
佐
立
注
。）
を
以
て
、
教
師
へ
反
復
詳
説
し
た
れ
ど
も
、
第
二
稿
の
如
き
併
科
法
に
据
へ
置
く
べ
し
、

と
の
論
を
飽
迄
主
張
す
る
故
に
、
到
底
、
両
議
の
一
致
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
、
と
考
へ
り
。
仍
て
、
此
刑
法
に
は
一
の
重
き
に
従
ふ
法

に
立
て
置
、
併
科
法
の
草
案
は
、
之
を
別
に
副
て
、
正
院
へ
上
申
す
る
の
手
続
に
為
す
は
如
何
。
之
を
教
師
に
説
き
た
る
に
、
亦
た
已
に

承
諾
せ
り
。（
同
上
書
、
三
七
三
頁
）

鶴
田
皓
も
名
村
泰
蔵
の
提
案
に
賛
成
し
た
の
で
、「
日
本
刑
法
草
案
」
の
数
罪
倶
発
条
に
は
吸
収
主
義
を
定
め
る
こ
と
と
な
り
、
ボ
ア

ソ
ナ
ー
ド
が
起
草
し
た
「
第
二
稿
」
の
数
罪
倶
発
条
は
、
完
成
し
た
『
日
本
刑
法
草
案
』
に
添
え
て
太
政
官
に
上
申
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来

完
成
し
た
『
日
本
刑
法
草
案
』
の
第
七
章
、
数
罪
倶
発
、
第
百
十
二
条
の
「
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
、
未
ダ
裁
判
ヲ
経
ズ
、
二
罪
以
上
、
倶

関
法
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ニ
発
ス
ル
時
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス
。」（
句
読
点
及
び
濁
点
を
附
け
た
。
以
下
同
じ
。）
と
い
う
条
文
は
、
旧
刑
法
第
一
〇
〇
条

第
一
項
の
「
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
、
未
ダ
判
決
ヲ
経
ズ
、
二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
シ
タ
ル
時
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス
。」
と
い
う
条
文

と
比
べ
て
、
後
者
の
「
判
決
」
が
前
者
で
は
「
裁
判
」
に
な
っ
て
い
る
以
外
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
四

条
第
一
項
の
「
一
罪
、
前
ニ
発
シ
、
已
ニ
論
決
ヲ
経
テ
、
餘
罪
、
後
ニ
発
シ
、
其
軽
ク
若
ク
ハ
等
キ
者
ハ
、
之
ヲ
論
ゼ
ズ
。
其
重
キ
者
ハ
、

更
ニ
之
ヲ
論
ジ
、
前
発
ノ
刑
ヲ
以
テ
、
後
発
ノ
刑
ニ
算
入
ス
。」
と
い
う
条
文
は
、
旧
刑
法
第
一
〇
二
条
第
一
項
の
「
一
罪
、
前
二
発
シ
、

已
ニ
判
決
ヲ
経
テ
、
余
罪
、
後
ニ
発
シ
、
其
軽
ク
若
ク
ハ
等
シ
キ
者
ハ
、
之
ヲ
論
ゼ
ズ
。
其
重
キ
者
ハ
更
ニ
之
ヲ
論
ジ
、
前
発
ノ
刑
ヲ
以

テ
、
後
発
ノ
刑
ニ
通
算
ス
。」
と
い
う
条
文
と
比
べ
て
、
後
者
の
「
判
決
」「
等
シ
キ
」「
通
算
」
が
前
者
で
は
「
論
決
」「
等
キ
」「
算
入
」

に
な
っ
て
い
る
以
外
、
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
六
条
の
「
数
罪
、
倶
ニ
発
シ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
フ
時
ト
雖
モ
、

其
没
収
ス
可
キ
物
品
ハ
、
各

お
の
お
の

本
法
ヲ
尽
ス
。」
と
い
う
条
文
が
、
旧
刑
法
第
一
〇
三
条
の
「
数
罪
、
倶
ニ
発
シ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
フ
時

ト
雖
モ
、
其
没
収
及
ビ
徴
償
ノ
処
分
ハ
、
各
本
法
ニ
従
フ
。」
と
い
う
条
文
の
も
と
に
な
っ
た
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

第
一
節
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
前
段
に
掲
げ
た
旧
刑
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
・
第
一
〇
二
条
第
一
項
・
第
一
〇
三
条
の
条
文
が
、
清
律

及
び
『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
条
文
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
旧
刑
法
の

こ
れ
ら
の
条
文
の
も
と
に
な
っ
た
、
こ
れ
ら
の
条
文
と
ほ
と
ん
ど
同
文
の
、
前
段
に
掲
げ
た
『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
二
条
・
第
百
十

四
条
第
一
項
・
第
百
十
六
条
の
条
文
は
、
清
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
で

あ
る
。『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
を
読
む
限
り
、『
日
本
刑
法
草
案
』
編
纂
会
議
で
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
討
論
で
、
鶴
田
皓
が
清
律

の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
の
条
文
に
言
及
し
た
の
は
、「
日
本
刑
法
草
案
第
二
稿
」
第
百
十
一
条
第
十
二
項
「
没
収
ハ
、
数
罪
倶
発
ノ
時
ト

雖
モ
、
各
自
ニ
之
ヲ
科
ス
」
に
つ
い
て
、「
之
を
別
条
、
即
第
百
十
六
条
と
為
し
て
、
数
罪
倶
発
の
末
条
に
置
く
べ
し
。
而
し
て
此
条
は
、

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

一
三

(一
一
四
六
)



支
那
律
（
清
律
を
指
す
。
佐
立
注
。）
の
書
法
に
傚
ひ
、「
各
本
法
ヲ
尽
ス
」
と
記
す
べ
し
。」（
前
掲
『
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
三
八
二

頁
）
と
述
べ
た
一
度
だ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、「
日
本
刑
法
草
案
第
一
稿
」
第
百
一
条
を
め
ぐ
る
討
論
で
、
鶴
田
皓
は
「
仏
国
刑
法
及

日
本
従
前
の
刑
法
（『
新
律
綱
領
』
を
指
す
。）
に
て
も
、
一
罪
の
重
き
に
従
て
罰
す
る
こ
と
と
為
せ
し
も
の
な
れ
ば
、
矢
張
、
其
重
き
に

従
ふ
法
に
為
し
置
か
ん
と
す
。」（
同
上
書
、
三
四
七
頁
）
と
述
べ
、『
新
律
綱
領
』
に
言
及
し
て
い
る
か
ら
、『
日
本
刑
法
草
案
』
の
こ
れ

ら
の
条
文
が
清
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
条
文
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
る
と
、『
日
本
刑
法
草
案
』
の
数

罪
倶
発
条
、
及
び
そ
れ
を
修
正
し
た
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
が
清
律
に
由
来
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
と
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
と
は
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
ろ
う
か
。
関
係
が
な
い
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、『
日
本
刑
法
草
案
』

の
数
罪
倶
発
条
に
つ
い
て
、「
仏
律
の
原
則
を
用
る
こ
と
と
な
れ
り
。」
と
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

六

ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
数
罪
倶
発
条
と
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
と
の
関
係

第
二
節
に
書
い
た
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、『
日
本
刑
法
草
案
』
の
数
罪
倶
発
条
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
は
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
数
罪
倶
発
条
に
由
来
す
る
、
と
認
識
し
て
い
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
第
二
部
「
裁
判
に
つ
い
て
」
第
二

編
「
陪
審
に
従
う
べ
き
諸
事
件
に
つ
い
て
」
第
四
章
「
審
理
、
判
決
お
よ
び
執
行
に
つ
い
て
」
第
二
節
「
判
決
お
よ
び
執
行
に
つ
い
て
」

第
三
六
五
条
第
二
項
に
「
数
箇
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
の
証
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
最
も
厳
し
い
刑
罰
だ
け
が
宣
告
さ
れ
る
。（
原
文
。
En

cas
de
conviction
de
plusieurs
crim
es
ou
délits,la
peine
la
plus
forte
sera
seule
prononcée.）」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
原
文
は
Code
Crim
inelde
la
France,Band
1,K
eip
V
erlag,2003
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
見

関
法

第
七
一
巻
四
号

一
四

(一
一
四
五
)



た
。こ

の
条
文
と
清
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
の
「
二
罪
以
上
、
倶
に
発
す
れ
ば
、
重
き
者
を
以
て
論
ず
。（
原
文
。
二
罪
以
上
倶
発
、
以

重
者
論
。）」
と
い
う
条
文
と
『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
二
条
の
「
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
シ
、
未
ダ
裁
判
ヲ
経
ズ
、
二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
ス
ル

時
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
テ
処
断
ス
。」
と
い
う
条
文
と
を
比
べ
る
と
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
二
条
の
条
文
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴

訟
法
典
第
三
六
五
条
第
二
項
の
条
文
と
清
律
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
の
条
文
と
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
併
合

罪
の
吸
収
主
義
を
貫
く
な
ら
ば
、
清
律
の
条
文
だ
け
を
も
と
に
し
て
作
れ
ば
よ
い
が
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
三
条
に
「
違
警
罪
、

二
罪
以
上
、
倶
ニ
発
ス
ル
時
ハ
、
各
自
ニ
其
刑
ヲ
科
ス
。
若
シ
重
罪
又
ハ
軽
罪
ト
倶
ニ
発
ス
ル
時
ハ
、
一
ノ
重
キ
ニ
従
フ
。」（
旧
刑
法
第

一
〇
一
条
と
ほ
ぼ
同
文
。）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
違
警
罪
だ
け
の
併
合
罪
に
は
併
科
主
義
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
五
条
第
二
項
の
条
文
を
『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
二
条
の
条
文
に
採
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
四
条
第
一
項
の
「
一
罪
、
前
ニ
発
シ
、
已
ニ
論
決
ヲ
経
テ
、
餘
罪
、
後
ニ
発
シ
、
其
軽
ク
若

ク
ハ
等
キ
者
ハ
、
之
ヲ
論
ゼ
ズ
。
其
重
キ
者
ハ
、
更
ニ
之
ヲ
論
ジ
、
前
発
ノ
刑
ヲ
以
テ
、
後
発
ノ
刑
ニ
算
入
ス
。」
と
い
う
条
文
は
、
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
の
所
謂
「
仏
律
の
原
則
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
『
刑
法
草
案
註
釈
』
上
巻
（
前
掲
、
四

五
三
頁
）
に
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
四
条
の
も
と
に
な
っ
た
条
文
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
刑
事
訴
訟
法
第
三
百
七
十
九
条
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
第
二
部
第
二
編
第
四
章
第
二
節
第
三
七
九
条
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
和
訳
に
当

た
っ
て
は
、
中
村
義
孝
編
訳
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
法
典
史
料
集
成
』（
前
掲
、
九
十
七
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

第
一
項

有
罪
判
決
に
先
立
つ
口
頭
弁
論
の
間
に
、
証
拠
に
よ
り
、
あ
る
い
は
証
人
の
陳
述
に
よ
り
、
被
告
人
が
起
訴
さ
れ
た
重
罪
と
は

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

一
五

(一
一
四
四
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別
の
重
罪
に
つ
い
て
、
そ
の
被
告
人
が
被
疑
者
に
さ
れ
る
と
き
は
、
も
し
、
新
し
く
明
ら
か
に
な
っ
た
重
罪
が
、
は
じ
め
の
重
罪
よ
り
も

重
い
刑
に
当
た
る
な
ら
ば
、
ま
た
は
、
も
し
、
被
告
人
に
拘
留
中
の
共
犯
者
が
い
る
な
ら
ば
、
重
罪
院
は
、
新
し
い
事
実
を
理
由
と
し
て
、

本
法
典
に
規
定
さ
れ
て
い
る
手
続
に
従
っ
て
、
そ
の
被
告
人
が
訴
追
さ
れ
る
こ
と
を
命
ず
る
。

第
二
項

こ
の
二
つ
の
場
合
に
は
、
検
事
長
は
、
第
二
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
判
決
が
下
さ
れ
る
時
ま
で
、
は
じ
め
の
重
罪
に
対
す
る
刑
を

宣
告
し
た
判
決
の
執
行
を
延
期
す
る
。

こ
の
条
文
は
、
第
二
項
を
読
む
と
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
四
条
と
同
じ
く
、
あ
る
罪
が
発
覚
し
て
、
判
決
が
下
さ
れ
た
後
で

（『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
四
条
第
一
項
の
「
已
ニ
論
決
ヲ
経
テ
」
は
、
判
決
が
下
さ
れ
た
り
、
刑
罰
が
執
行
さ
れ
た
り
し
た
後
で
、
と

い
う
意
味
で
あ
る
。「
論
」
は
判
決
を
下
す
こ
と
、「
決
」
は
刑
罰
を
執
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。）、
余
罪
が
発
覚
し
た
場
合
の
処
断
方

法
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
第
一
項
に
「
有
罪
判
決
に
先
立
つ
口
頭
弁
論
の
間
に
（
原
文
。

pendant
les
débats
quiauront
précédé
l̓arrêt
de
condam
nation）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
条
文
は
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百

十
二
条
と
同
じ
く
、
あ
る
罪
に
対
す
る
判
決
が
下
さ
れ
る
前
に
、
そ
の
罪
を
含
む
複
数
の
罪
が
発
覚
し
た
場
合
の
処
断
方
法
を
定
め
た
も

の
に
他
な
ら
な
い
。
あ
る
罪
を
審
理
し
て
い
る
間
に
別
の
罪
が
発
覚
す
れ
ば
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
二
条
で
は
、
両
方
の
罪
を
ま

と
め
て
審
理
し
て
、
一
番
重
い
刑
罰
を
科
す
る
一
つ
の
判
決
を
下
す
の
で
あ
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
七
九
条
で
は
、
前

に
発
覚
し
た
罪
と
後
で
発
覚
し
た
罪
と
を
分
け
て
審
理
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
刑
を
当
て
る
二
つ
の
判
決
を
下
し
、
重
い
方
の
刑
を

執
行
す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
第
三
七
九
条
を
も
と
に
し
て
『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
四
条
を
作
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
す
る
と
、『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
四
条
第
一
項
の
条
文
及
び
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
の
旧
刑
法
第
一
〇

関
法

第
七
一
巻
四
号

一
六

(一
一
四
三
)



二
条
第
一
項
の
条
文
は
、
清
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
の
二
罪
倶
発
以
重
論
条
の
条
文
だ
け
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。そ

れ
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
数
罪
倶
発
条
は
、
第
三
六
五
条
第
二
項
の
条
文
が
『
日
本
刑
法
草
案
』
第
百
十
二
条
の
条

文
、
及
び
そ
れ
を
修
正
し
た
旧
刑
法
第
一
〇
〇
条
第
一
項
の
条
文
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
以
外
は
、『
日
本
刑
法
草
案
』
の
数
罪
倶
発
条
及

び
そ
れ
を
修
正
し
た
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
と
は
関
係
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
刑
法
草
案
』
及
び
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
は
ナ

ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
数
罪
倶
発
条
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
は
、
関
係
が
な
い
、
と
断
言

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
併
合
罪
の
制
限
併
科
主
義
を
「
執
拗
」（
前
掲
『
会
議
筆
記
』
第
Ⅰ
分
冊
、
三
六
六
頁
）
に
主
張
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
皆
、
併
合
罪
の
併
科
主
義
を
採
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
同

上
書
、
三
三
三
頁
・
三
四
八
頁
・
三
四
九
頁
）、
清
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
鶴
田
皓
が
譲
ら
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
、
と
考
え
る
と
、
そ
の
理
由
は
、
教
師
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
母
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
刑
事
訴
訟
法
が
、
清
律
と
同
様
、
併
合

罪
の
吸
収
主
義
を
定
め
て
い
る
事
実
に
よ
っ
て
、
清
律
及
び
『
新
律
綱
領
』
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
維
持
す
る
こ
と
に
自
信
を

持
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
訴
訟
法
典
の
数
罪
倶
発
条
は
、
清
律
及
び
『
新
律
綱

領
』
が
定
め
る
併
合
罪
の
吸
収
主
義
を
旧
刑
法
に
採
用
す
る
根
拠
と
な
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
は
、
旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
と
大
い
に
関

係
が
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

旧
刑
法
の
数
罪
倶
発
条
の
吸
収
主
義
の
由
来
に
つ
い
て

一
七

(一
一
四
二
)




